
■壁面や廊下の活用
　制作後、生徒作品を相互に鑑賞し、話し合う活動は大
切です。しかし、グループなどでの話し合い活動が難し
い状況なので、教室壁面や
廊下などできるだけ広い空間
を活用して作品を掲示し、３
密にならない状況でのワーク
シートを使った鑑賞などにも
取り組ませたいものです。

■配付物などを減らす
　授業で使う用具などは、可

能な限り個人所有の物を使うことで、
配布や回収、消毒などの機会を減
らすことが出来ます。また、配布資
料を減らすためにも『美術資料』や
教科書を積極的に活用しましょう。
　繰り返し参照するペー
ジに目印の付箋やイン
デックスを貼らせたり、
黒板や掲示板にページ
のリストを明示したりす
るとスムーズな活用が
可能です。

これまでに、京都市立芸術大学教員
（2002 ～ 2020年）、京都府立学
校教諭、京都府教育庁指導部学校
教育課指導主事、高等学校学習指
導要領解説作成協力者（文部科学
省）、評価規準研究開発協力者（国
立教育施策研究所）、中央教育審議
会教育課程部会芸術ワーキンググ
ループ委員などに携わる。

横田 学 先生
よこ た まなぶ

プロフィール
withコロナの
美術教育を
考える

第2回の特集では、
今まさに考えたい

「withコロナの美術教育」に
ついて、『美術資料』の
著者・横田 学 先生からの
ご提案を紹介します。

　これら以外にも、学校や教室の状況、授業の内容によっ
ては様々な場面で、３密の状況になることがあります。事
前に授業の流れや生徒の動きをシミュレーションし、３密
になりそうな場面を避ける手立てを考えてみてください。

　美術教室の机が対面型の場合、代わりに普通教室で授
業を行う手段も考えられます。しかし、特に表現の授業は、
用具や教材の移動など、座学と異なる活動内容なので、
普通教室では出来ない場合もあります。
　また、ものづくりの底力を発揮し、段ボールやビニルシー
トを使ってパーテーションを自作されている先生方、また、
コロナ禍の今の状況を捉え、デザインによる問題解決と
してフェイスシールドの制作など３密を避けること自体を教
材化されている先生方もおられます。

　美術科の指導に限ったことではありませんが、
学校での授業では３密を防ぐことが必要となります。

では、特に美術の授業で３密になりそうな場面はどのよう
なときでしょうか。

withコロナの美術教育において、
留意するポイントは何でしょうか？Q.1 ３密を避ける

具体的なアイデアは？Q.2

A A

①授業始め　　配布物や材料・用具の準備のとき。
②授業中　　　制作の実演や実物資料の提示で１箇

所に集まるとき。
③授業終わり　後片付けのとき。

○美のガイダンス
　・色の整理 P.4～6
　・配色の工夫 P.7
　・色をつくるヒント P.11
　・モダンテクニック P.14～15
　・構図と遠近法 P.16～17
　・発想し、構想を練る P.18～19
○構成美の要素 P.63
○日本の伝統色･和の文様

P.134～135・136～137
○顔は語る P.154～155

『美術資料』で繰り返し参照するページの例

美のガイダンス
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三原色

色の対比

色の感情

色の調子（トーン）

色の進出・後退，膨
ぼう

張
ちょう

・収縮

　色には色
しき

相
そう

（色あい），明
めい

度
ど

（明
るさ），彩

さい

度
ど

（鮮
あざ

やかさ）の三つの
性質があり，これを色の三要素（三
属性）という。しかし無彩色は明
度のみで，色相と彩度はない。

色の三要素（三属性）

　カラー印刷やテレビでは三原色と呼ばれる三つの原色をさまざまに
混ぜることにより多くの色を表現している。

　同じ色相の色でも薄
うす

い色，鮮やかな色，にぶい色，暗い色などがある。このような色の調子をトーン
という。トーンの同じ色は明度や彩度が近く，色の感じも似ているところがある。

　同じ大きさの色面でも，一般に暖色系で明度
や彩度の高い色は膨張して大きく感じたり，前
に進出して見える。また寒色系の色は収縮した
り，後退して見える。

　同じ色でも，周囲の色によって違
ちが

った感じに見えることがある。これを色の対比という。▼と▲
の間に鉛筆などを置くと，より違ったように見える。

　色は，それぞれの色に備わる固有の感じとともに，組み合わせによってさまざまな感じが表される。見る人によっ
て受け止め方が異なる場合もあるが，寒い・暖かい，軽い・重い，弱い・強いなどの感じは多くの人に共通する。

明度対比

どちらが暖かい？

A B C

彩度対比

どちらが強い？

色相対比

どちらが軽い？

色料の三原色〈CMY〉（減
げん

法
ぽう

混色） 色光の三原色〈RGB〉（加
か

法
ほう

混色）

■色
しき

相
そう

環
かん

補色

■トーン分類図

▶補色残像について

　同じ明度の色も，暗い
背景の中では明るく，明
るい背景の中では暗く感
じて見える。

　寒暖の感じは，色相と関係が深い。寒い・暖かい
の感じでそれぞれ寒色，暖色といい，どちらともいえ
ない緑や紫などは中性色という。

　同じ彩度の色も，低い彩
度の背景の中では鮮やか
さを増し，高い彩度の中で
はにぶく見える。

　強弱感は，彩度と関係が深い。一般に彩度の高
い色は強く，低い色は弱い感じがする。

　同じ色相の色も，背景の
色相の違いで，色相の感じ
が違って見える。

　軽重の感じは，明度と関係が深い。一
いっ

般
ぱん

に明度の
高い色は軽い感じ，明度の低い色は重い感じがする。

補色対比
　同じ彩度の色も補色関
係の背景の中では鮮やか
さを増す。

無彩色と有彩色 　色は，大きく分けて無彩色と有
彩色に分けられる。

無彩色 有彩色

補色

補色

　白，黒，灰色など色みをもたない
色をいい，明るさ（明度）の違

ちが

いに
よって区別される。

　赤，黄，青のように色みのある色
のことをいう。

　シアン（Ｃ・緑
みの青），マゼンタ
（Ｍ・赤紫

むらさき

），イエ
ロー（Ｙ・黄）の三
色のことで，混ぜ
ると明度が低くな
り黒に近づく。こ
のような混色を「減
法混色」という。

　レッド（Ｒ・黄み
の赤）＊，グリーン（Ｇ・
緑），ブルー（Ｂ・紫
みの青）＊の三色のこ
とで，重ねるごとに
色の明度が高くなり，
白色に近づく。この
ような混色を「加法
混色」という。

※簡単にレッドは赤，
グリーンは緑，ブルー
は青ということもある。

　有彩色を色みの似ている順番に並べると，一つの環
わ

になる。この環のことを，色相環という。 　色相環で向かい合う位置にある二つ
の色の関係のこと。補色どうしの組み
合わせは互いの色を引き立たせ，混ぜ
ると，無彩色に近い色になる。

　明度と彩度の違いによりトーンは分類できる。
同じトーンの色は人に与

あた

える印象が共通する。

　A図の点を20秒くらい見つめたあと，B図の点に目を移してみよう（A図
を見るときには，C図を隠す）。B図の中にA図の補色が残像となってぼんやり
と見える。これを補色残像という。C図とB図でも同様にやってみよう。

　人間の目が識別できる色は数えきれないくらい多く複雑です。複雑な色にもいろ
いろな決まりごとがあり，それによって分別することができます。決まりに沿って，
順序よく並べたり，グループ分けをしたりして整理してみましょう。

色立体
　色の三要素である色相，明度，彩度の
三軸
じく

により三次元の立体に表したもの。

レッド
(R)

マゼンタ
(M)

R YB M
黒 白

G C ブルー
(B)

シアン
(C)

グリーン
(G)

イエロー
(Y)

色相 赤みの色，青みの色などの有彩色の色み。

明度 明るさの度合いをいう。すべての色の中で白
がもっとも高く，黒がもっとも低い。

彩度 色の鮮やかさの度合い。

純色 各色相の中でもっとも彩度の高い色。

明清色 純色に白だけが混ざった色。

暗清色 純色に黒だけが混ざった色。

濁色 純色に灰色が混ざった色。

色の整理

資料提供　日本色研事業株式会社
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色相環P.5

薄くする

にぶくする

鮮やかにする元の画像

暗くする
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イ
ン

身の回りにある構成の美しさ

デ
ザ
イ
ン

■構成美の要素
　私たちが美しいと感じるものには，形や色の組み立てにある秩

ちつ

序
じょ

（要素）を見つけることができる。

それらの秩序を「構成美の要素」や「美の秩序」という。

リピテーション（繰
く

り返し）
　同じ形やユニット（単位になる
形）の規則的な繰り返しによる構成。

グラデーション（階調）
　形や色が一定の割合で段階的に
変化する構成。

アクセント（強調）
　形や色の効果によって部分を強調
して，全体の感じを引き締

し

める構成。

シンメトリー（対称）
　点や線や面を中心にして，左右
上下が対応する構成。

ムーブメント（動勢）
　形や色の変化により動きを感じ
させるような状態。

リズム（律動）
　形や色の連続的な変化や繰り返
しから受ける動きの状態。

バランス・アンバランス
　つり合いがとれている状態がバラ
ンス（均

きん

衡
こう

）。つり合いのとれていな
い状態はアンバランス（不均衡）。

コントラスト（対比・対立）
　性質が反対の形や色を組み合わ
せることで強い効果を出した状態。

身近な生活の中にある美しい構成を見つけよう。

形と色の構成

配色の工夫P.7

P.63
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『美術資料』
デジタルコンテンツ
https://www.
bijutsushiryo.com/

秀学社Webサイト
https://www.
shugakusha.co.jp/

●『美術資料』をより活用するための
　図版や動画を公開中です。

●『美術資料』の詳細や、ワークシートなど
　各種ダウンロード資料を提供しています。

　多くの学校で夏休みの短縮を実施しましたが、
一学期の休校措置の影響により、指導時数の確保

が難しくなっています。題材の数を減らさざるを得ない場
合もあるでしょうが、中学校三年間で、さらにそれぞれの
学年で身に付けさせたい「学び」は減らしたくはありません。
　そのためには、題材にメリハリを付け、一部の題材の
大きさを小さくしたり、「短時間題材」に変更したりする
ことも有効です。その際、単に時間を短縮するだけでなく、
指導計画に沿った「学び」が保障されているかどうか、
チェックすることは言うまでもありません。

授業数減に、どのように対応
していけばよいのでしょうか？Q.3

秀学社の美術学習サポート

A 　学校で行っている題材のなかで、そのまま家庭
に持ち帰って出来るものは限られます。家庭学習と

して新たな題材を考える場合、最低でも次の二つのこと
を考えておく必要があります。

　特に②については、家庭学習を評価する際に、提出の
有無やその量などだけでなく、「学び」を評価するためにも、
事前にしっかり考えておく必要があります。

今後も、家庭学習が中心の
授業展開も考えられますが…Q.4

A

①材料・用具など、学習に必要な物が家庭で準備で
きること。
②生徒自身が、その学習を通して得られる「学び（ね
らい）」を意識しながら取り組める内容であること。

お問い合わせフォーム

今号へのご意見や著者への
メッセージ、ご質問など、
『お問い合わせフォーム』
よりお気軽にお寄せください。

https://www.shugakusha.co.jp/form_otoiawase/

先生の声を
お聞かせください。

先生方へ、メッセージを！Q.5
　このコロナ禍の状況で、保護者も在宅勤務などで家庭におられることが多くなり、生徒
達の家庭学習を間近に見られることが多くなっています。美術の学習が、作品を制作する

だけでなく、思考や判断を伴った「学び」であることを、保護者に実感していただく良いチャン
スでもあると思います。
　『美術資料』は、美術による「学び」を常に大切にして編集されております。ご意見・ご感想、先生方の『美術資料』
を活用した授業実践やユニークなアイデアなどを、『美術資料通信』を通じてお聞かせください。

A

授業だけでなく家庭学習などにもご活用ください。　随時更新中です！

『美術資料』の短時間題材と想定される「学び」の例

P.28

P.29

P.56

P.57

P.89

石の形や色のイメージから主題を生成し表現
する。
自己の夢や感情から主題を生成し、P.6「色
の調子」やP.7「配色の工夫」などを参考に、
色のグラデーションで表現する。
身近なものの美しさや面白さに目を向け、形
や色の特徴を捉え、部分と全体の関係を確
かめて立体に表現する。
P.42「モンドリアンの抽象絵画へのプロセス」
を参考に、身の回りのものを、単純化・抽
象化して立体に表現する。
自己の個性や特徴から発想し、P.66～67
「マークのデザイン」やP.136～137「和の
文様」などを参考に、自分のマークをつくる。

○石の動物を描く

○溶かしてぼかす
　色鉛筆

○バルサ材を使って
　「にぼし」をつくる

○石けんを使って
　抽象彫刻をつくる

○消しゴムではんこを
　つくろう

コラージュ

フロッタージュ

調べたことを
発表する

構成美の
要素

文字の
デザイン

P.14

P.14

P.21

P.63

P.64～
65

自己の夢や感情から主題を生成し、コラージュ／フロッ
タージュを活用して表現する。
※単に技法体験に終わらず、生成した主題を表現する
手段として活用させるため、主題生成の部分を生徒
の実態に応じて設定する。
美術に関して調べたことを、文字、絵や図などを組み
合わせ、人に分かりやすく伝わるように構成する。
※例示は「美術展について」であるが、地域の特質、既習の学習
等に応じて、作家探求、技法体験、地域の工芸などの課題設
定、社会科（歴史）と連携した美術史研究なども考えられる。

P.63「身の回りにある構成の美しさ」を参考に、自分
の身の回りに実際にある構成美を見つける。
新聞、広告、雑誌などに使われている様々な文字（フォ
ント）を集め、それらが使われている場所と表現の効果
などについて考えてまとめる。

『美術資料』の家庭で取り組みやすい題材と「ねらい」の例

▲参考資料配信中　「にぼし」制作動画

▶参考資料配信中　
　「フロッタージュ」
　制作動画
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